
博士後期課程・アセットプライシング

対象科目：博士後期課程 アセットプライシング

【出題範囲・大項目】

・資産価格論(前提項目)：リスク尺度、効用理論、資産需要理論、裁定機会、確率的割引フ

ァクター、離散時間型多期間選択モデル。

・資産価格論(均衡アプローチ)：CAPM, C-CAPM, I-CAPM.

・資産価格論(裁定アプローチ)：APT, ファクターモデル, オプション価格論、同値マーテ

ンゲール測度。
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